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加曽利貝塚の住居址群および貝層断面を、現地

侭おいて固定保存し展示公開するという構想のも

とに、すで忙その覆屋 2棟が建設されている。昨

年度は、合成樹脂の選定ののち貝層断面の一時的

な仮固定処置を実施したが、住居址および貝層断

面の露涅面侭カピなどの発生が著しく 、今後本

格的に蕗足面の保存処置を進めてゆく 上で、大き

な障害 となることが憂慮された。

貝層断面および住居址群を現地忙固定する 目的

は、広大な遺跡の複雑な様相のごく ー側面 を追示

するにすぎないが、発掘調査時の状況をそのまヽ

固定して、遺跡の状態を具体的vc展示するこ とvc
ある。考古学および歴史教育資料としての 1曲値を

損ねることなく保存するため花、固定の過程匹お

いて生ずる種々の障害を排除した上で、実質的な

保存処償を行う必要 がある。 この障害仮ついて

は、すで侭昨年度、多少の対策が講せられたが、

今年度に持ち越された問題も多く 、また新た匠認

識された問題点もあるので、まず、その概要から

記してゆぎたい。

I、固 定保存にお ける諸種の障 害

障害として挙げられるのは、 カピ、析出物、 植

物、 虫害、結嘉、亀裂などである。 保存施設 2棟

の状況は未公開であるため、 8月妬作業を開始す

る主でほとんど閉鎖されていた。 昨年度花おいて

は、貝層断面 3面と現地表面のみがアクリ ）レエマ

ル、/ヨン匠 よって固定されただけで、住居址およ

び貯蔵穴等の遺構面は一切未処廣である。

(1) カビ

この防徽剤実験区のうち、有機錫剤 T・B・T・Oのみ

単独で 1月8日匠塗布した区画には、全くカビの

発生が認められず、その永い残効性が確認された。

そこで、0.1％の T・B・T・Oアルコ ール溶液忙よ

って、 カビの発生を防止することに決定。ただ固

定処薩忙 用いる合成樹脂は水溶液であり 、防徽剤

はアルコ ール溶液である。両者を同時忙使用する

と沈殿を生ずる恐れがある。その先後関係を検討

するため、 貝層断面下ロ ーム層の切断―曲匠実験区

を設けて種々試用した結果、 まず防徽剤を散布し、

次いで合成樹脂を吹 ぎつけ、約 1週間後ほぼ乾い

た時点で再度防徽剤を散布すれば、およそ 2~3

週間の残効性が認め られた。樹脂由がある程度乾

操するまての間忙、通例カビの発生をみるが、そ

の際は 3％ホル マリン溶液で殺菌。その他一時的

なカピ侭は、 アルコール、 P・C・P等も 使用した。

その後、水溶性の防徹剤SN-7Cを試用した

結果、合成樹脂バインダー17vc混入して使用して、

5~6週間カビの発生をみず、きわめて残効性の

高いことが明らかとな った。先のT・B・T・Oとの有

効性Vこついては、両者を同時期に試用していない

ので単純侭は比較で きないが、 SN-7Cはバイ

ンダー17中に混人して使用すれば、途中段階での

防徹効果を期待しうる利点もある。そこで 2月以

降、 SN-7Cを主剤とし、 5％溶液を使用。 な

おアク リルエマルジョソ中には、沈澱の恐れが生

じたので混入していない。

合成樹脂を吸収した遺構面は非常 (IC湿憫な状態

が続き、樹脂中の水分が蒸発して乾煉するまでの

期間は、カビの発生し易い条件下にあると思われ、

冬期侭おいても合成槌j)指の吹きつけ後カビの発生

が認められる＂しかしカビに関しては 、その発生

の都度殺困し、また定期的な防徹剤の散布侭よっ

て、充分rc対処し うるものと思われる。

(2) 白色析出物

住居址群保存施設内侭おいて顕著で、昨年度合

成樹脂の浸透度をみるため代設けた実験区画を主

体として、各所に転移が認められた。だがこの実

唆区の隣VC設けた防徽剤実験区沢おいては、カビ

の成育は認められず、その効果を確認している。
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この析出物は、 昨年度すでにその発生が認めら



れている。保存施設 2棟の建設後、それ注でピニ

ールジートやベニア板等で被覆されていた貝層断

面や住居址を再度蕗星したが、その際一面忙牛じ

たカピは、ホルマリンで殺南された。およそ 2ケ

月後、露呈面が乾燥するに従って粉末状白色物が

全面に発生。この粉末状品濁は、蕗呈面の乾燥が

進む忙つれて、その濃度を増している n この実体

は、東京国立文化財研究所Vこよる分析の結果、炭

酸カルツウム・硫酸カル・ンウム・研呑度ナトリウム

等から成る重合体であることが判明している。

今年度 8月、整1庸作業再開の時点忙おいても、

合成樹脂浸透度および防徽効果確認のため忙設定

した実険区画を除いた全面に、その析出が認めら

れた。なお合成樹脂の実験区画は、全面忙カビの

繁殖が顕著であった。実験区画以外ては、遺構面

はなんら処盾しておらず、貝層断面および現地表

面 VCは、一時的な固定効果をみるため、合成樹脂

プライマル AC-34の吹ぎつけをおこなった。

この析出物は粉末状て、ホウキなどで簡単に掃

虹落すことがで沢、防徽剤 T・B・T・Oおよび合成樹

脂バインダー17の実験区画忙は認められないので、

結果的事象からみた限りでは、 T・B・T・O、アルコ

ール、バインダー17などによって、簡単忙消去し

うるものと思われた。そこで、遺構部に設けた実

験区画は中止。新たに貝層断面トローム層頃析面

屈、合成樹脂と防徽剤 T・B・T・Oの組合せを検討す

べく実験区画を設定したが、白色物の析出は認め

られなかった。ここで、これ主で認められた析出

物を「白色析出物A」と仮称することにする。

その後、バインダー17を使用して住居址および

貝層断面の固定処置を実施したが、合成樹脂を吹

食つけて 2~3週間後、その表面が低ぼ乾いた時

点で、新たに白色物の析出が認められた。これを

いま「白色析出物 B」と仮称すると、この BはA

とは異った様相を呈し、遺構面および断面にべっ

たりとこびりついた状態で、掃含落すこともでぎ

ず、主たT・B・T・O、アルコールなどに対しても、

なんら変化を示さない。機械的加肖lJると粉未状忙

なるが、 Aと吋様稀塩酸紅変化を示さない。

析出物 Aは露呈面全面忙析出したが、 Bはや＼

様相を異侭し、局部的な発生状態を示している。

遺溝忙おいては周壁・尚溝．柱穴の緑部や炉址の

ように土貞が堅緻てない部分に析出し、住居址床

由のよう忙踏み固められた部分には認められない。

且層断面忙おいては、混貝士層、混士貝層、黒渇

色士層、暗渇色士層なと士質が緻密でない堆積層

に析出し、ローム層忙は認められない。ただし、

ローム層VCおいても、木根による空洞部の周りに

は認められる。なお、析出物Bを分析の結果は、

Aとほぼ同じ構成をなすものであるという。

以上のことから、析出物Aおよび Bの析出状態

の差異は、合成樹脂の種類に起因するものと考え

られる。 A・Bとも vc、大気中の湿度忙よって若

干の消長を示し、雨天が続いて多湿なときは白色

物の濃度が薄くなり灰白色の混／蜀状を呈するが、

乾操時VCは白色度は濃<Bなどは石青状を呈する。

(3) 植物・虫害

8 月当初、貝層断面上数．ケ所忙おいて、•ンダ類

が根づいたが、量的忙も少なく、断面を損傷する

恐れは認められなかったので、除草剤は使用せず

根を抜合とった。その後も発生を認めていないn

注た、 コケ・藻類は貝層断面忙 1度その成育を認

めたのて、直ちにホルマリン溶液で枯らしたが、

その後の影響を認めない。なお、保存施設 2棟は、

ともvc2ケ所で開扉する以外は盲壁で外部から遮

断されており、主た直射日光も射しこ吐ず、植物

忙よる被害はほとんと心配がないと思われる。

虫害としては、アリによる被害が認められた。

遺構部の一部に果が営注れて、 0.5 cmほどの小孔

が 10 数ケ所認められたので、 T·B•T·O 溶液を注人。

主たその後の数次爬わたる防徹処置の結果、絶滅

て含たものと思われる。ただ外部から完全に遮断

されていないため、遺構部忙侵人した昆虫類の死

骸からカビが発生するケースが主＼認められた。

(4) 結露

保存施設内外の気温差が大ぎい夜間紅は、屋根

裏忙結露が生じ、とくに冬期に著しい傾向がある。

施設の屋根は 2棟とも忙、コンクリート打嘩の上

忙半円筒形のジルバークールを 7~9本組み上げ

たもので、結ぶした水滴は天井下面に集主り、潰

構や且層断面上に滴下する。この現象は、露呈面

積が大ぎく地中に含された水分の蒸発量が多い住

居址群保存施設において顕著て、その被害も大ぢ

い。天井下面に沿って滴下した水滴は、遺構面忙

雨だれ状の小孔を穿つ。 8月の整備作業再開時に

は、その小孔は数条の条線にまで達していた。
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保存施設建設時忙おいて、換気・湿度調整等を

考慮し、自動的侭作動しうる換気装置が備えられ

たが、外部の湿度と相対的忙作動するため、内部

の湿度を自動的に調整することは困難である6 の

ちに固定保存の項に記すような支障が認められた

ので、手動によって適宜作動させている。

(5) 亀裂

遺構部の 2ケ所忙おいて、亀裂が認められてい

るが、その発生場所はNo.3住居址と小竪穴P.7と

P. 9 VC囲主れたローム面で、 レベルも高く乾燥

が続いた結果、蒸発量が地下水の補給を上主わっ

て生じたものと思われる。もう 1ケ所はNo.4住居

址の東側柱穴の縁部に発して床面上を約 20cm走

るもので、その最大巾は約 0.1 cmを計る。

当初から認められた角裂は、 この 2ケ所だけで

あるが、合成樹脂処置後 1ケ所において細かい網

目状の亀裂が認められた。植物・虫害の項で記し

たアリの巣が営まれた個所で、 10数ケ所忙認めら

れた小孔から細かい亀裂が発している。そこで、

小孔中忙砂粒を充填した上で合成樹脂を注入して

固化した。当初からの亀裂紅対しては、バインダ

-17を浸透させた上、周辺を叩ぎしめて開口部を

閉合させたが、その効果忙ついては疑わしい。

亀裂は、過度の乾燥忙よって生ずることは明ら

かである。換気装置を作動させると、外部から導

入された乾燥した空気が遺構面をなめて吹ぎ抜け、

地中の水分蒸発を促進させることになり、その使

弔はかなり制限されたものとなる。

1I、合 成樹 脂に よる 固化

竪穴住居址・小竪穴はローム層を掘り凹めて造

られているので、乾燥するとその表面は粒状忙崩

落し、、さら忙乾燥が進むと亀裂が生じ塊状に崩壊

する。そこで遺構の表面を合成樹脂で固化して保

存する必要があるが、ローム層の土質はかなり緻

密であり、注た住居址床面のごとく踏み固められ

た部分は堅固で合成樹脂の浸透性は悪い。

昨年度加おける合成樹脂選定の結果、水溶性ア

クリル樹脂（バインダー17)に浸透剤（トライト

ノ W-30）を 5％加えて使用すること忙なり、ま

た貝層忙対してはアクリルエマルジョン（プライ

マル AC-34)を使用している。

(1) 住居址群の固定処置

昨年来、平坦部忙設けている実験区画のほか、

柱穴 1ケ所を選んでバインダー17の浸透度を検討

した結果、乎坦部で 1吋当り 2t、柱穴などでは

3. 5 tを用いるともっとも効果的であり、質感や

色調をさほど損ねることなく、かなりの固定強度

を期待で含る。なお、 この用量は一時の吹含つけ

で浸透させることはできず、数回にわたって処置

したものであり、これ以上追加してもさほど浸透

せず表面にた夜って皮膜をなす。

諸種の試験や検討をくりかえす間にも、遺構の

周嘩や柱穴等から上粒の落下が目立ちはじめた。

早急忙固定処置を実施することになり、 9月末よ

り作業忙着手。主ず柱穴や周溝などの固化をはか

った。 T・B・T・Oを散布したの入噴水瓶、噴霧器

なとでバインダー17を少最づつ吹食つけた。柱穴

や周壁の緑などは士塊が浮含上がったり剣離しか

かっており、樹脂を追加しつ汀刷王を加えた。こ

のヽち、遺構平坦部全面に噴霧器で散布した。

これらの作業に先立って、合成樹脂の浸透をよ

くするため、換気扇如よって外気を導入し遣構面

の乾燥をはかり、そのあとホルマリン 3％溶液忙

よってカビ発生部位を殺南し、全面VCT・B・T・O1 

％アルコール溶液を噴霧した。次いで合成樹脂の

吹含つけを実施したのであるが、その乾燥段階で

常にカビの発生をみ、その都度ホルマリン 3％ア

ルコール溶液で殺菌した。樹脂処理後約 2週間目、

ほぼ合成樹脂が乾いた時点で、 T・B・T・Oの0.1 % 

アルコール溶液を散布し、防徹効果を期待した。

住居址群の固定保存処骰に際しての方針は、浸

透性のよい合成樹脂を用いて、遺構の質感や色調

を損ねないか叙りで含るだけ多醤忙浸透させて、

その固定強度を高めること紅あった。今回の作業

忙よって、当初の目的はほぼ達成されたといえる

が、なお若干の追加修正処置が必要である。

小竪穴P.8の南嘩が、保存施設建設工事の際破

壊されていたので復原した。収縮をでぎるだけ少

なくするため、砂粒を用い、それを合成樹脂で練

ったものを積み上げ、その表面はローム粒で化粧

した。乾凍したのち亀裂が牛じたので、砂粒を充

填し合成樹脂を注入して固定したが、その後、変

化は認められない。この復原部表面には、白色物

Bの析出が濃厚忙認められた。
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(2) 貝層断面の固定処置

貝層断面は、 貝層断面保存施設内忙 2面、住居

址群保存施設内 に1面が露呈されており 、いずれ

も昨年度一時的な固定処置がなされている。この

露呈面は、 一見かなりの固定強度を有するか忙み

えるが、ア クリルエマルジョンの断面内部への浸

透が不十分て、皮膜面と内面との分離や合成樹脂

皮膜の収縮忙よる亀裂などが認められた。しかも

この合成樹脂の皮膜は上嘔から流れこんだ士砂に

よって全面汚染 されている。 このような状態では、

貝の種類や溜序、文化層の流れなどを明瞭に識別

でぎ ず、これ を露呈 した意義が失われる。

そこで今年度以降は、貝展断面の汚れた皮膜を

除去して新しい面を露呈 し、再度合成樹脂侭よっ

て固定すること匠な った。使用する合成樹脂は、

浸透性のよい水溶性アクリル樹脂（バインダー17)、

投透性は悪いが粘性の高いアクリルエマルジョン

（プライマル AC-34)を王体とする。

作業順序 としては、溶剤ア セトンの使用や赤外

線ランプによる加熱によ って固化した皮膜を軟化

させ、小部分づつ剥き取って新しい面を出し、合

成樹脂を希布または注入して固定した。

貝層断面は、きわめて複雑な堆積状態を示すが、

その構成を大別す ると、表土、純貝層、混士貝層、

混貝土層、士層、ローム層（地山）に，ナ類でぎるn

表土はごく祖雑な土層で軟弱であるが、断面上端

で固定強度を必要とするのでエ ポキン樹脂で被痩。

純貝層は、 二枚貝を主体とする ものとキサゴ主体

の ものに分け られる。二枚貝嘔は、貝殻が相互に

かみ合って比較的堅固だが、キサ ゴ層は崩れやす

い。 キサゴ破砕層は比較的堅固である。二枚貝層

には、ア クリルエマルジョンを空隙から注入して、

内面からの固化をはかると同時忙、貝殻相互の接

着を求めた。キサゴ層には、貝設相互の点接着の

ほか、エマルノョソの内部浸透をはかった3 キサ

ゴ破砕層作は、バイ ンダー17の吹食つけで浸透性

をよくし、その上か らエマルジョンを吹含つけた。

混士貝層 vc対しては、まず問隙士をバインダー

17K よっ て固化し、 その士塊と貝殻とをエマルジ

ョンで接合し、また内部へ も注入 した。 混貝士層

花は、バ イソダー17により土層部を固化し、貝殻

周辺にはエマ ルジ ョン を浸透させた。

士層とは、貝層間の黒色土層や ローム層直上の

喝色士層などをさすが、比較的浸透性がよく、バ

ィンダー17の吹含つけで充分固化するこ とがで含

る。 ローム層忙は、バイノダー17を吹きつけたが、

浸透性が悪く表面忙薄い皮膜が生じやすいn

収縮代よって亀裂が生じ、塊状侭断面本体から

遊離しかヽった部位忙対しては、アクリルエマル

ジョンを ASE60妬よって増粘してペースト状に

したものを挿入して押圧し、また両者を同時忙注

入して内部での増粘固化をはかった。

貝庖断面を痩うアクリルエマルジ ョンの皮膜を

剥ぐと 、その下は樹脂処償前の状態で崩壊しやす

く、一時忙広い面積を処理することは不可能であ

る。 足場が悪く作業人員にも限度があるため、こ

の整備作業忙は相当の期間を必要とする。今年度

は貝層断面保存施設内 2面のうち、南側貝屑断面

の過半の一次処置を終えたにすぎない。

1II、総括

本年度は、昨年度における合成樹脂選定の結果

水溶性アク リル樹脂バイソダー17とアク リルエマ

ルショソ（プライマル AC34)を使用して、住居

址群および貝層断面の実質的な固定処償侭着手。

住居址群忙関 しては、 固化の面ではほぼその目的

を果 したが、今後さら忙合成樹脂の追加処置に よ

って、その固定強度を増強し、 損壊部の補修復原

など細部にわたる 2次処置を必要とする。貝壻断

面に関 しては、一部の固定処置 に着手したにすぎ

ないが、若干問題点が認められた。それは、小部

分づつ処理せざるをえないため、貝層の流れや層

序を分断しがちなことである。 一時固定による樹

脂皮膜の汚染がひどいため、皮膜除去の段階で分

層的に処埋で含ない。そ こで全面の皮膜を除去し

た時点で、堆積屠全体の再検討が必要である。

カピ侭関しては、充分忙対処しうると思われる

が、その発生を認めた ら直ちに殺菌することが肝

要であ る。新たに採用した水溶性防倣剤 (SN-

7 C)も、今後は月vr1度の散布によっ て充分な

効果を期待しうると思われる。しかし、結露防止

や亀裂および白色析出物忙関しては、今度の長期

にわたる観察代よりその現象の変化をみなければ、

その具体的な対策は溝じがたい。それは今後の問

題として、 調査研究 を継続する必要がある。

（千葉市加曽利貝塚博物館）
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